
 

３月 16 日、産経新聞は朝刊の社会面で、「ＪＲ東労組 崩れたスト計画」

なる見出しで、ＪＲ東労組のストライキ戦術（スト計画～回避）をめぐる経

過や、これに伴う組合員の大量脱退、会社‘トップの覚悟’等を報じた。 
 

 

 

 

 

 記事の中では『（3 月）

6 日の定例記者会見。冨

田哲郎社長はこう言い

切った。「（信頼関係と

いう）基盤が失われた」。

31 年続いた労使協調と

の“決別宣言”だった。』

と報じつつ、続いて、2

月 26 日に会社が行った

「労使共同宣言の失効」

通知や、その後の会社の

毅然とした姿勢・対応に

ついても触れている。そ

して、「鬼の動労」の系

譜がＪＲ東労組に受け

継がれたこと、革マル派

活動家の浸透問題につ

いても言及している。 

 また、ＪＲ労組問題に

詳しい元国鉄職員の宗

形明氏のコメントとし

て、「（前略）会社はよ

うやく腹を決め、国鉄改

革の『宿題』をやり遂げ

ようとしている」と紹介

している。 

 今こそ、極左暴力集

団のイデオロギーにま

みれた労働運動とは、

きっぱり決別する時だ！ 
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